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５．ＰＤＣＡサイクル、品質向上策の広報・啓発 

１）広報・啓発方法 

本事業にて策定した PDCA サイクル・品質向上策について、広く活用されるよう、地域関係者

に向けてシンポジウムを開催し、普及・啓発を行った。 

 

２）シンポジウム「滞在プログラム（着地型観光）推進セミナー」の実施 

シンポジウムの実施内容は、以下の実施報告書の通りである。 

 

■シンポジウム「滞在プログラム（着地型観光）推進セミナー」実施報告書 

１．実施概要 

日   時 ： 平成２５年３月１１日（月） 13:00～16:00 

場   所 ： 株式会社リクルートホールディングス GINZA８ビル １１階ホール 

参 加 者 ： 観光事業関係者（行政・団体職員、旅行業など） １３２名 

 

内   容 ：  

１日目（2 月 5 日） 

 

 

２．実施風景 

（１）基調講演：「地域づくりと、滞在プログラム」 立教大学特任教授 清水愼一 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ 時間 内容 

１ 13：00 開会 

２ 13：00～ 開催にあたってのご挨拶／観光庁観光地域振興部長 瀧本徹 氏 

３ 13：10～ 基調講演 「地域づくりと、滞在プログラム」／立教大学特任教授 清水愼一 氏 <50 分> 

４ 14：00～ 休憩 <15 分> 

５ 14：15～ 地域の実践実例に学ぶ「地域の魅力を高める滞在プログラムづくり」 

 

地域発表① 志摩市（三重県） 「冬季オフシーズンに冬の海の味覚と歴史を組み合わせた

街歩きプログラムづくり」 ／志摩自然学校校長 生賀照央 氏 <25 分> 

６ 14：40～ 

 

地域発表② 上山温泉（山形県） 「温泉を活用した長期滞在の健康増進プログラム」 

／上山市観光物産協会常務理事 事務局長 馬場誠 氏 <25 分> 

７ 15：05～ 

 

地域発表③ 内子町（愛媛県） 「芝居小屋「内子座」など、気ままに回る「うちこ町あるき・楽

ちんプラン」／内子町 町並・地域振興課 課長補佐 中岡典子 氏 <25 分> 

８ 15：30～ 滞在プログラム推進のための PDCA サイクル推進について 

／加藤史子（じゃらんリサーチセンター） <25 分> 

10 15：55～ 事務連絡（アンケート記入） 

閉会 
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（２）地域発表：「地域の実践事例に学ぶ『地域の魅力を高める滞在プログラムづくり』」 

  ①志摩市（三重県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②上山温泉（山形県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③内子町（愛媛県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）滞在プログラム推進のための PDCA サイクル推進について 
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３）シンポジウム実施結果の評価 

シンポジウムの実施結果について参加者アンケートにより評価を得た。 

評価結果は、以下のシンポジウム結果報告の通りである。 

 

■シンポジウム「滞在プログラム（着地型観光）推進セミナー」アンケート結果報告 

１．アンケート調査の概要 

１）実施日 平成 25 年 3 月 11 日 

２）対象者 シンポジウム参加者 132 名 

３）回収数 111 名 

４）調査内容 基調講演、地域発表等について以下の４段階で評価 

●「とてもプラスになった」 

●「ややプラスになった」 

●「どちらかといえばプラスになった」 

●「プラスにならなかった」 

・意見、感想もあわせて取得 

 

２．アンケート調査結果 

１）アンケート集計結果 

(1) 集計対象とした内容 

①基調講演「地域づくりと、滞在プログラム」 

②地域発表～志摩（三重県） 

③地域発表～上山温泉（山形県） 

④地域発表～内子町（愛媛県） 

⑤滞在プログラム推進のための PDCA サイクル推進について 

⑥セミナー全体の意見、感想（フリーコメント） 

⑦参加者の職業 
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⑦参加者の職業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2) 各内容に対する意見・感想（抜粋） 

 

①基調講演 

 地域のＤＮＡを知り、それを伝える滞在プログラムを作る。その一連の経過全体にこそ意味

があるというお話が印象に残った。観光の魅力は「非日常」体験ではなく、自分の地元とは

ちょっと違う暮らしを知る楽しみなのかもしれないと思った。 

 私は観光団体の職員であり地元地域に対して、とにかく押し付けのような感じで観光地域づ

くりをしがちであったが、今後は地域のやる気をうまく引き出しながら取り組んでいきたい。 

 とても役立った。これからどのように役立てるかは自分だけでなく町全体で話し合っていき

たい。 

 地域一体の大切さを再認識した。 

 全体的に取り組んでいかなければならないことを再認識した。行政としてどのように行って

いけば横断的に取り組めるのか。行政だけが頑張っても、地元商店街が一緒になってがんば

っていこうという思いがない。行政として引き出す力を身につけなければならないと感じた。 

 各々がそれぞれ取り組むのではなく、同じ目標を持って連動することが大切だということを

改めて感じた。 

 

②地域発表～志摩市（三重県） 

 よそ者目線の滞在型観光開発が参考になった。 

 志摩が持つ歴史的背景をつなげた「食」の観光スタイルが魅力的だと思った。 

 プログラム自体は地域資源を活用しているので真新しさはないが、宿泊（チェックイン）し

てからの短い時間での申し込みに対応できるのは素晴らしいと思う。課題も整理されていて、

事前の情報発信、告知方法など今後どのような手段を使っていくのか注目したい。 

 
③地域発表～上山温泉（山形県） 

 いつでも、だれでも、ひとりでも実行できるプログラムが素晴らしく、クアオルト「気候性

地形療法」という新しいプログラムネーミングが素晴らしい。 

 暮色ウォーキング⇒当日申し込める、楽な気分で楽しくなれそう！暮色に対する興味を感じ

る。複数の人の考え、感想、アイデアは非常に参考になることが多かった。 

 
④地域発表～内子町（愛媛県） 

サンプル数=111

観光関連分野
以外の産業

10.8％

旅行業
9.9％宿泊業

3.6％

その他の観光
関連産業

3.6％

無回答
3.6％

団体職員（観
光協会含む）

18.0％

行政職員
32.4％

その他
18.0％



【「滞在プログラム（着地型観光）推進セミナー」アンケート結果報告】 

 

100 
 

 行政と民間（地域）との関係が含まれていてわかりやすかった。 

 内子の経緯～現状、課題を踏まえた商品開発という説明の流れで非常に分かりやすかった。

地元商店街との連携なども参考になった。 

 地元の理解が得られ、地域がお客を迎え入れることが必要なのはよく分かっていても、実際

に商店街の理解を得るのは難しく、利益につながるのはもっと難しいのが分かった。 

 相当な努力をしている。観光素材をいかに活かすか、行政としてはここまでで十分。あとは

地域が主導とならないと、これ以上の振興は望めない。役所主導意識を変える意識をさせる

べきだと思った。 

 内子でも地域内が統一できていない、ということで、着地型商品での地域の一体化の難しさ

を感じた。その中でこの商品は立派だと思う。 

 細かく人と人をつなげていった結果であると大変感心した。県外から集客も多く、現在に至

るまでのプロセスに興味を持てた。 

 
⑤滞在プログラム推進のための PDCA サイクル推進について 

 PDCA サイクル推進は非常に分かりやすかった。各地の着地商品の開発・販売・実施において

本資料をテキストに今後も参考にしたい。 

 PDCA のうち、特に "C""A"の必要性を学習した。 

 課題が多く、不確定要素にいろいろ左右される着地型、滞在プログラムの開発であるが、こ

れがずいぶんと体系化されていて分かりやすい。 

 PDCA サイクルが簡潔にまとまっていて分かりやすかったし、気付かされた点も多かった。 

 着地型観光は一つ一つのステップを踏み、地道に取り組むしかないと理解した。 

 地域の担い手及び関係者へのインセンティブをどのようなものを与えられるかによって継続

できるか否かの要因であるとの意見には同感。お金だけではない対価を共有できることによ

ってモチベーションが維持できると思う。 

 観光関連事業者・その他すべての地元を盛り上げたいと思っている人に読んでほしい資料で

ある。 

 
⑥セミナー全体について 

 勉強になった。本日議論されたような取り組みが日本全土で行われればよいなと強く思う。

自身も当事者として努めていきたい。 

 大変必要なセミナーだった。地域の発表も苦労が感じられ、大変であることも理解できる。 

 講演、地域発表に共通して、住民が誇りに思える街づくりが核となると思った。観光客のた

めだけでなく、住民のための取り組みが将来的に観光振興にむすびつくと素晴らしいと思う。 

 これまで続けてきた従来型の観光から着地型へ変えていくには短時間では難しいが、今回の

セミナーを参考にさせていただき、取り組んでいきたい。官民全体の意識変革が必要である

と感じた。 

 地域の魅力を発信する側（地元の方々）が満足して、はじめて観光者が来て観て満足できる

プランが立てられるのだなと実感し、外部から訪れる客を見つめるのではなく、観光地を見

つめ直すことが必要なのだなと改めて感じた。 
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４）実施結果について 

本事業で取り組んだＰＤＣＡサイクル、品質向上策について広報し、啓発を行うためにシン

ポジウムを開催した。多くの関係者に効率的、効果的に事業成果を認知させ、活用を促進する

ためにシンポジウムとした。 

シンポジウムでは有識者委員会委員長の立教大学 清水特任教授が基調講演「地域づくりと、

滞在プログラム」を行い、ＰＤＣＡサイクル推進の事例として支援対象地域である三重県志摩

市から「冬季オフシーズンに冬の海の味覚と歴史を組み合わせた街歩きプログラムづくり」、

山形県上山市から「温泉を活用した長期滞在の健康増進プログラム」、愛媛県内子町から「芝

居小屋「内子座」など、気ままに回る「うちこ町あるき・楽ちんプラン」の取り組み内容が発

表された。 

そして、本事業の取り組み結果に基づき作成した「地域発 滞在プログラムの手引き」の主

なポイントが説明された。 

シンポジウムには、観光事業関係者（行政・団体職員、旅行業など）１３２人が参加し、多

くの参加者からプラスになったとの感想を得た。 

このようにシンポジウムにより多くの観光事業関係者に対してＰＤＣＡサイクル、品質向上

策が広報することができている。 
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５）参考資料（シンポジウム「滞在プログラム（着地型観光）推進セミナー」の配布資料） 

■基調講演：「地域づくりと、滞在プログラム」 
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■地域発表①：志摩市（三重県） 
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■地域発表②：上山温泉（山形県） 
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■地域発表③：内子町（愛媛県） 
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■滞在プログラム推進のための PDCA サイクル推進について 
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